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蚕豆の収穫期における各種追熟操作  

が子実の収量・品質に及ぼす影響  

木暮  秩，中 潤三郎，浅沼興－・郎  

EFFECTS OF AFTER－RIPENING PRACTICES ON THE SEED YIELD AND  

QUALITY OF BROAD BEAN（VICLA EABA L．）  

KiyoshiKoGURE，Junzaburo NAKA and Koh－ichiro AsANUMA   

Thepresentexperimentwascarriedouttoobtainsomeinfbrmationsabouttherelationshipbetweenafter－ripening  

practicesandthefbasibilityofshortemingthegrowingseasonwithoutseriousdamagefbrtheseedyieldandquality  

OfbroadbeansinthewarmregionofJapan．Theexperimentwasconductedthreetimesofbeginningat50days  

after且owering，aCCOmpanyingwithgrowthadvanced，uSingthecultivar”Sanuki－nagaSaya”asmaterial… Andthe  

after－ripeningtreatmentwasconductedwithdetachedpods（A）andpulledupwholeplants（ち）underthedi飴rent  

temperatureof30and200Candnaturaldaylightand50％shadedlightintensityandthedessicantsprayed（D）  

COmparingtothenon－treatedusualgrowncontrolplantS（C） 

（1）ThedecreasingIateOf鈷eShweightofwholeplantstreatmentWaSbiggerthandetachedpodstreatmentand  

thoseofmaterialsundeIthehightemperatureandnaturaldaylightintensitywashigher，tOO．Asfortheseedyield，  

inthecaseofdetachedpodstreatment，itmaintainedorslightlydeclinedatthestatusofeveIySamplingstages．  

Thoseofpulkdupwholeplant＄anddessicantSprayed，however，Showedthereversetendency．  

（2）Withregardtotheseedquality，SeedsizeandhundIed－Seed－Weightofa11treatmentsharveStedwereinfbrior  

tothoseofcontrol，eSpeCiallywithearlytreatmentanddetachedpodsones．Thegerminabilitywassimilaramong  

COntrOlandtreatedsecdsexceptfbrthoseofdetachedpods，treatedunderthelowtemperature，andlatedessicant  

sprayed 

（3）InthehaIVeStedpodshell，thoughthecarbohydratecontentwasalmostsimilar，thenitrogencontentwa＄  

highwiththoseofearlytreated，eSpeCia11yinthewholeplantstreatedn Onthecontrary，alaIgeamOuntOfcarbo－  

hydrateandlowamountofnitrogenwerefbundinthestemsofwholeplantstreatedanddessicantsprayedones．  

Theseresultsshowthat thetranslocationofcomponents occurfiOmthevegetativeorgansintoseedduringthe  

progressofafter－ripening巾  

（4）JudgingfiOmtheresults，itmaybepointedoutthatalthoughthere＄ultsofafter－ripeningpracticesforthe  

broadbeanswas10W，thefbasibilityofshorteningthegrowingseasonbytwoweekswasrecognizedwiththepu11ed  

upwholeplantsanddessicantsprayedmethods 

開花・結実期間が長い蚕豆の収穫期を早め，かつ子実の形質劣変を小さくする方法を検討するため，「讃岐長英」  

を用いて実験を行なった。実験は開花始の約50日後から3回にわたり，爽追熟（A），株過熱（B），落葉剤散布（D），の各  

処理を行なった。追熟処理は人工気象室を用い，温度は300Cと200C，光は自然光と50％遮光の各条件下で実施し  

た。  

（1）処理開始後における全重量の減少度は株追熟＞英追熟で，高温・自然光下で著しかった。子実収畳は英追熟処  

理の場合，摘採時の値が維持されるか，若干減少したのに対し，株追熟と落莫剤散布処理の場合，これと相反する傾  

向を示した。  

（幻 子実の大きさと首粒重は各処理区とも対照区に劣っていたが，その程度は早期処理または爽追熟の場合に著し   
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かった。また子実の発芽カは各区とも概して近似の値を示したが，英追熟の場合と低温および後期の落葉剤処理に  

よって若干低下した。  

（8）完熟時の苑内炭水化物含有率はすべての処理区において対照区に近似の値を示したが，窒素含有率では早く処  

理した場合，とくに株追熟で爽内に残存する急が多かった。・－・方，茎内成分についてみると，株追熟では対照区に比  

して炭水化物が多く，窒素が少なかった。しかして落薬剤処理では両成分とも対照区と近似して推移し，とくに早期  

に処理するほど炭水化物が多く残存していた。これらより，追熱処理中においても栄巷器官から子実への成分移行が  

対照区に比べて不十分ながらみられることが確かめられた。  

（4）以上の諸点から，蚕豆栽培における追熱処理によって収穫を早期化する効果は小さいが，株追熱が英追熟に優  

り，落葉剤散布処理と同様に，収穫期を約2週間早める可能性が認められた。  

緒  ロ   

わが国暖地は虚業気候資源に恵まれた条件下にあるが，近年は耕地利用率が極度に低下し，とくに冬作物の作付が  

少なくなっている。暖地の夏作は冬作の場合に比べて，より山層恵まれた条件下にあり，生産力が高いので夏作物の  

栽培を第一・義として考えるぺきで，その作付を妨げないような冬作のあり方が重要となろう。冬作物におけるこのよ  

うな悩みとその対策については二毛作の可能な地域において古くから研究され，麦類（26・32），菜種（22），採種用レン  

ゲ榊・25） ，飼料作物（28）などで既に数多く報告されている。   

この視点から蚕豆栽培と水稲栽培との関連についてみると，まず従来，暖地の蚕豆においては開花が4月姶噴から  

始まって約1か月間にわたり，茎葉の伸長・繁茂と並行・重複し，さらにその後の1か月余を儀て子実の完熟をみて  

いる（27・28〉。このため収穫期が梅雨期にかかる場合が多く，蚕豆栽培上の難点とされていた。丁一・方，水稲においては  

従来の40日苗を用いた移植栽培法では，蚕豆の収穫に引続いて，殆んど時間的余裕がない状態で作付されていた。し  

かし今日では稚苗移植法の進展に伴い，本田への移植期が早められるようになり，上述した蚕豆の収穫期との重複が  

一層避け難い状況となってきた。したがって蚕豆め早期収穆法の開発は，他の冬作物におけると同様，今日の重要な  

課題である。   

一一・方，豆類種子の豊熟および追熟に関する研究としては，菜豆（9・10，29），大豆（い・6－り5），ル・－ピン（11・12） ，ベッチ・蚕  

豆類（1・8・11，18・19・20－21）などで既に数多くなされている。   

以上の諸点から，本実験は冬作蚕豆栽培における立毛期間短縮の可能性を，早期収穫後の追熟操作技術の開発を通  

して探究するために実施した。すなわち，蚕豆を早期に収穫した後におけるニ・三の追熱処理と，立毛中の作物体に  

落葉剤を散布処理した場合の作物体各器官における各種生理状態の変動を解析し，併せて子実の収塵と形質に及ぼす  

影響を追究したものである。  

実験材料および方法   

供試品種としては「讃岐長爽」を用い，香川大学農学部圃場に12月8E＝こ3葉首を76×36cm，1株1本として移  

植した。肥料は耕寂前に10a当たり硫安27kg，過石45kg，硫加18kgを施与した。   

実験区の構成は第1表に示すとおりである。試料は開花始より50日後を第1回としてその後1週間ごとに3回にわ  

たり採取し，同時に各種の追熱処理と立毛中の作物体に落葉剤の散布処理を行なった。すなわち，作物体から摘採し  

た爽の追熱処理（A），地下部を付けたまま抜取って土砂を払い落して架干した株の追熱処理（B），さらには立毛中の作  

物体に02％ATAを散布処理（D）して無処理の対照区（C）と対比した。なお，英追熟（A）と株追熟（B）について  

は，これを昼夜通して300C（高温）と却OC（低温）に制御した人工気象室（自然光コイトトロン）に前者は木箱に  

並べ，後者は室内に設置した木枠に板を上に掛け干し，さらにこれら両者を自然光と寒冷紗を用いて50％遮光した2  

段階の光条件下で実施した。   

調査は落葉剤散布処理（功を除いて，追熱処理開始後2～3日ごとに総重畳の変化を追究するとともに，全処理試  

料を大略1週間ごとに採取或いは掘取り，器官別に分離して乾燥し，粉砕して成分分析に供した。なお，分析法とし  

ては炭水化物は酸加水分解後ソモギ・一法で，窒素はCHNコーダーによる元素分析法により行なった。さらにこれら  

各処理によって得た子実の発芽試験は各採取時と処理後1過ごと，さらには収穫後の乾燥子実についていずれも砂床  

を用いて実施した。   
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Tablel，DesignofExperiment  
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＊T；300C，t；20OC：S；Naturaldaylightin－  

tensity，S；50％shadedlightintensity  

結果および考察  

始めに過熱操作開始時までの作物体の生育状況を概説すると，越冬中は主茎葉の展開が4～5枚程度で止った状態  

で，この間主茎の下端第1，2節位から各2～3分枝の発達がみられた。3月に入り気温の上昇に伴って主茎の発達  

は殆んどみられなかったが，分技は一斉に伸長し，葉を順次展開させて最終的には20～24節位までとなった。一方，  

これと同時に各分枝には下から第6～7節位に一席に最初の花が開き，これから上位節に順次開花していった。しか  

して各分枝は開花した下の5節程には爽の着生がみられて子実の形成・発達に至ったが，これ以上の節位では開花は  

したもののすべて落花或いは落爽した（27－28）。   

第1図は対照における作物体の開花後50日（第1回処理開始日）以降の各器官の発達・生育状況を示している。菓  

身，茎，根の各栄養器官および爽の乾物要はいずれも一・旦最大に達した後減少し，子実では充実に伴い急増してい  
た（27・28） 

3回にわたり採取した試料の追熱処理に伴う全霊盈の変化を経時的にみると第2，3図のとおりであった。明らか  

に早期に採取するほど乾燥の程度は早く，また大であったが，さらに菓を着けて株追熟した場合が，爽追熟に比して  

著しかった。これを過熱処理の条件からみると高温で自然光下にあるものほどその程度は顕著であった。－・方，落葉  

剤を散布した彼の経過を記すと，菓は散布後3～4日目から薬緑色が退色し始め，1週間余で殆んど落葉したが，茎  

および莱ではその時点でなお水分がかなり保持され，また緑色も若干保たれていた。なおこれらの経過は早期に処理  

したものほど長期間にわたる傾向を示していた。つぎに爽と子実の乾燥程度は株追熟の方が爽過熱の場合に比して大  

で，明らかに他器官，とくに葉身による脱水現象と関連する点が大きいことを示している。一方，低温下で爽過熱す  

ると当初は爽で，その後は子実において対照のものより水分を多く保持していた点は特異であった。なお，落葉剤を  

処理した場合は概して対照のものより若干水分を多く保持していた。   

このような経過に伴う個体当たり子実乾物重の変化をみると第4，5図のとおりであった。まず爽追熱処理では摘  

採時における子実塞が開花後50日とその後1週目からの処理区では維持され，さらにその後の処理区では減少した。  

こ．れに対し，株追熱処理と落葉剤処理では開花後50日とその1過後に実施すると短期間ではあるが増加し，その後   
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treatment（treatmentA）．  
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Fig・3・Changesin鈷reshweightofwholeplantas  
Shown by the ratio to the釦st weight of  
eaeht【eatment（treatmentB）．  
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の変動は小さかったが，収穫時には大となった。しかして通常の収穫期における対照区の子実重と対比すると，爽追  

熱処理をした場合には開花後50日採取（AI）の各種処理の平均値が42％であり，1過後（AII）は65％，さらに1週後  

（AIII）では90％となり，しかも概して高温条件の場合に大となる傾向が認められた。これに対して株過熱処理をした  

場合，それぞれ平均60（BI），88（BII），104妬（BIII）とBIII区では却って大となっていた。しかしこの場合にはとく  

に早期に採取すると英追熟した場合とは逆に高温下では劣っていた。したがって早期に過熱処理をする場合は明かに  

株追熟処理が英追熱処理に比し，子実収盈にとって有利となろう。同様な視点で落葉剤散布処理の結果をみると，英  

が早く乾燥・固化したので，収穫時期としては異なるが，子実収畳としては対照の子実重に比してDI，DII，DIII  

でそれぞれ57，ざqllO％となって株過熱に近い結果となった。   

つぎに各区における子実の形質についてみると第6図に示すとおりであった。まず子実の大きさと，充実度を示す  

100粒要はともにいずれの処理によっても対照に劣る傾向が認められ，とくに早期に処理を行なうほどその程度は著  

しかった。しかしてこれを処理条件どとについてみると，爽追熟した場合には子実の大きさが高温下では低温下のも  

のより劣っていたが，光条件では明らかな差異はみられなかった。これに対して株追熟した場合には概して逆の傾向  

が認められたが，いずれにせよ子実の厚さにおける低下が顕著であった。しかして落葉剤を処理した場合には開花後  

日数による影響は小さかった。一・方，子実100粒重についてみると，採取した時期が早いほど顕著に劣ったが，爽追  

熟と株追熱処理聞の差異は比較的小さく，また温度と光条件による明瞭な傾向も認め難かった。これに対し落葉剤処  

理では処理時期による差は極めて小さかった。  
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－・方，子実の発芽力についてみると，まず対照の開花50日日と1週間彼の子実では採取直後には殆んど発芽しな  

かったのに反して，追熱処理をすると認められるようになり，とくに高温および自然光下で1週間経過すると顕著と  

なった。そこで7月に至り，対照区および全処理区で得られた乾燥子実を・同一・条件下で発芽試験を行なった結果第6  

図の通りとなった。すなわち，いずれの時期に採取しても追熱処理をすると，かなり高い発芽率を示したが，爽追熟  

で株追熟の場合よりも概して低く，また低温および遮光下の場合に劣っていた。また落葉剤を散布処理した場合には  

子実の充実程度とは異なり，生育の後期に処理したものが却って劣っていた。   

いずれの追熱処理についても対照の場合とは異なった人為綺乾燥処理が作物体および各器官に対して加えられてい   
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たことになる。そこで処理過程における爽および茎内成分の変化を追究したところ第7，8図に示すとおりとなった。  

まず爽内成分についてみると，対照では開花後50日には炭水化物および窒素含有率は著しく高く，その後子実の充実  

に伴う成分移行によって急速に低下して収穫期に至っていた軌28）。これを爽過熱（A）処理の場合についてみると炭  

水化物では処理開始時期に関係なく対照に近似したが，窒素では処理が早いほど高くなっていた。類似した傾向は株  

過熱（B）処理の場合にはより顕著にみられるとともに，炭水化物では早期に処理を始めたもので低かった。しかし温  

度と光条件による明らかな差異はみられなかった。しかして落葉剤処理（p）の場合は両成分が対照といずれも近似し  

ていた。   

－・方，茎内成分のうち炭水化物の変化を・みると，対照では子実の充実に伴い顕著に低下していた（27，28）。これに対  

し株追熱処理（B）した場合，開花後50日とその後における経過は異っていたが，収穫時にはいずれも対照に比してか  

なり残存していたことが分かる。しかし窒素含有率は対照に比し処理開始時期の如何に拘らず低い億で推移していた。  

また落葉剤処理（D）の場合には両成分とも対照と近似して推移したが，立毛期間の短縮とも相まって，とくに炭水化  

物ではかなり高い含有率を示し，したがって株追熟（B）処理のものより多量に残存していたことになった。   

最後にこのようにして得た子実の主成分である炭水化物含有率を各種条件をこみにして対照（C）と対比すると，爽  

追熱処理したAI，AIIおよびAIIIはそれぞれ64，85および96％となり，株追熱処理したBI，BIIおよぴBIIIはそ  

れぞれ8乙 99および99％，さらに落葉剤処理のDI，DIIおよぴDIIIはそれぞれ10q，98および97％となっていて，  

100拉重の場合とは異なり概して対照区と近似した子実が得られたことになる。   

採実作物に対する収棲時期の早期化，すなわち，立毛期間の短縮は後作の作付に対しては勿論，収穫期における気  

象災事の回避などに有効なことは古くから云われている。しかして種子学の面から植物における受精に続く種子の成  

熟過程については既に多くの研究がなされ，各種植物種子の種熟（形熟）と胚熟（後熟）の意義はかなり解明されて   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



木暮 秩，中潤三郎，浅沼興一・郎：蚕豆に対する過熱操作  91  

（
訳
）
）
u
O
）
O
u
O
O
）
空
P
葺
O
q
一
日
召
芦
 
 

×c  ￥C  べC  

10   
BIII，DIII  BII，DII  BI，DI  

24 31 7  21 24 31 7  21 24 31 7  旦1  

V V  Ⅵ  Ⅵ  Ⅴ  Ⅴ  Ⅵ  Ⅵ  Ⅴ  Ⅴ  Ⅵ  Ⅵ  

Fig．8－1．Changesintotalcarbohydratecontentinstems（treatmentB，D）．  

5
 
 
 

0
 
 

（
訳
）
竃
U
）
喜
U
U
払
O
h
）
ま
 
 
 

24 31 7  21 24 31 7  21 24 31 _2_ 
V V  Ⅵ  Ⅵ  Ⅴ  Ⅴ  Ⅵ  Ⅵ  Ⅴ  Ⅴ  Ⅵ  

Fig．8－2．Changesinnitrogencontentinstems（treatmentB，D）．．   

いる（8・叫38）。しかし本実験との関連における栽培技術としての実用面についてはこ．のうち胚熟（後熟）の過程を追究  

せざるを得ない。すなわち，作物体を早期に圃場より収穫するか，或いは立毛中の作物体に落葉・枯葉・乾燥剤など  

を散布して，この過程を人為的に短縮することが必要となろう。   

このような考えから後熟促進に関する従来の報告をみると，柴田ら（22）は冬作物としての菜種について早生種では  

成熟の10～15日前，晩生種では5～10日前の収穫が，とくに株切法でなく株技法で収盈・品質に悪影響が小さいこと  

を示している。その理由として根部にあった養分の移行をあげているが，本実験でも分かるように，作物体の水分条  

件がより養分移行を容易にしていたものと解される。同様な操作を用いて原田ら（7）は大豆で調査し，成熟10日～2  

週間前の黄葉期の抜取法で成分移行がみられるとし，その際に葉の作用ほ関与しないことを明らかにして，古谷  

ら（8・4）の行なった結実過程の菓と茎の生理的意義を追認している。また莱豆について井上（10）は茎葉と英を着生させ  

たまま追熟させると成熟10H前でその効果を認めている。   

これらの豆類における追熱処理の結果と対比すると，本実験に用いた蚕豆ではその効果が劣っていることは否定で  

きない。これは追熟期間に，それまで栄養器官に一・時的に蓄積されていた成分が子実へ移行しながらも，なおかなり  

茎に残存していたことからもうかがえるように成分移行が不十分であったことが原因と考えられる。この点は  

MoK蓋INら（16）が茎の水分が50～60％，子実水分が40～50％になって始めて収穫して良いとしていることと符合する。  

またRowLAND（19）が本実験の材料とは後述するように異なった生態型（1り▲〉を用いたカナザにおける夏作ではある  

が，下位節の30％の英が黒化した頃の早刈りは，生育期間を植付け後99日に短縮しても子実の収量と品質に大きな悪  

影響を及ぼさないと報じていることとも一・致する。いずれにせよ本実験の結果でみられるように子実の次代への発芽  

カの確保は重要な指標となろう。   
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一男，各種作物に対し，各種の化学薬剤を散布して立毛期間の短縮をはかる試みは既に数多く報告されてい  

る（1・2・5・8・9・11・12－15・18・23，2り5，26胤82－34） 。このうち豆科作物についてみると，まず菜豆では殺草剤を含む各種薬剤により子  

実の乾燥促進効果がみられると報告されている（2・9）。またルービンに対する乾燥剤散布効果としてJÅpEL（11〉は6～  

8日の成熟促進を，川俣ら（12）は開花65日目に収橙する通常作をその15日前に散布して8～6日成熟を促進するが，  

発芽力は95～85％になることを報告している。さらに大豆に対しKoNECHNAYA（15）は英黄変開始期の処理により完  

熟期を約半か月早め，子実の収畳とその化学組成の変動も小さいなどを認めている。   

これに対して蚕豆の立毛短縮の目的は北欧諸国のいわゆる夏作の場合と本実験のとおり冬作の場合とでは若干異  

なっている。すなわち，蚕豆には北欧地域で栽培される無限伸育性のものと日本で栽培される有限伸育性の生態型を  

異にするものがあって，無限伸育性のものは節位を異にする子実の熟度はかなり異なっていて，栽培季節の終期に  

なってもなお下位節では脱粒するほどでありながら，上位節では成熟の途中であることが多い（いちH）。したがって気  

象条件との関連で上位節の生育・発達を如何に切り上げて，かつ多収をあげるために落葉期を何時に設定するかが重  

要な課題となっている（8〉。これらを考慮して従来の蚕豆に対す－る各種薬剤による乾燥・追熟挽作についての報告をみ  

ても，WILTSE（31）はMg（ClO，）2を用い，GAAKEER（5）はdiquatを用いていずれも比戟的短期間の立毛期間の短縮  

を認めるに止っている。またPEDERSON（18）やBETTSら（1）はdiquatを爽の褐変或いは黒変程度が0％の時に用い  

ても子実収畳と品質に影響は小さいとしながらも，25％以降の使用が最も望ましく，その短縮期間は5～10日程度と  

している。   

したがって本実験に供試した生態撃を異にした供試材料を用いた場合とは目的が若干異なってはいるが，有限伸育  

性で登熱が比較的斉－・な品種なるがゆえ（13・14）にこのような薬剤散布時期の判定は北欧種より容易と考えられる。そ  

こで本実験の結果をみると，ATA散布に伴う葉緑素の破壊によって物質生産を止めながら，作物体内における水分  

を比較的長期間保持させて，茎や板および矧こ一博蓄培されていた炭水化物と窒素両成分の子実への移行をはかった  

ことになったと解される。しかして子実の発芽については問題があると思われる。すなわち，NAKAMURA（17）や  

SAl．IH（20・21）は成熟期における蚕豆の体内水分条件が硬実化と関連深いことを指摘している。この点は今後さらに検  

討が必要であろう。   

以上の諸点から蚕豆における収穫期を早める各種処理は，その効果が他作物に比してやや小さいが，株追熟は爽追  

熟に優ること，株抜き或いは爽採取後における栄養器官および苑内成分の子実への移行が認められることから完熟の  

2週間前の採取が可能と考え．られる。またATA処理した場合には作物体内水分のあり方からみて，さらにその3日  

程早く処理することによって約2週間程度収穫期を早めることが考えられる。すなわち，これらの操作により子実収  

畳が或程度確保でき，また子実形質も若干の劣変に留め得ることが明らかとなった。したがってこれらの結果は夏作  

物との作付期の重複の回避が可能であることを・示すものと思考される。  
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